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「ともに学びともに高めあう学校の創造」
～生徒が夢中になる授業づくり～」
【ミニ公開研】
・６月20日に開催。
・ＨＰや津・松阪・鈴鹿市内中学校にメールで
お知らせ。
・現在進んでいる方向がこれでよいのか，公開
研当日の授業の方向性の確認。
【公開研究会】
・11月13日　公開研究会開催。
・参加者目標400人。
・日々の研究の様子を県内外の先生方に見てい
ただき，助言をいただく。

・11月にむけた日々の研究の充実
・ミニ公開をうけて，８月に紀要作成
・年間計画を作成し，計画にもとづいた研究，
公開研準備の実施。

【ミニ公開研】（体育は28日に実施）
・参加者７５人（助言・司会２５人，一般３２
人，四附１８人）
　HPやメールで広く呼びかけたこともあり，県
内外のたくさんの方に見に来ていただくことが
できた。
・各教科で現在の研究について検討し，公開研
にむけての話し合いをもつことができた。
【公開研究会】
・参加者２８９人（特別来賓８人，講師・助
言・司会２６人，来賓７９人，一般７０人，学
生８人，学生ボランティア６２人）＋育友会ボ
ラ８９人
・「夢中」というテーマを手掛かりに遠くから
参加していただいた人もいた。
・参加者アンケートでは，「満足」の評価をた
くさんいただいた。

・１人教科の教科部会については，昨年に続きうまく運営で
きなかった。ただ，紀要や指導案作成などの時間の保証とし
ては機能していた。
・目標には達成できなかったが，多くの方に来ていただくこ
とができた。また，学生ボランティアをはじめ，学生の参加
が増えた。このことは，大学との連携がとれてきたこともあ
ると考える。

・先生方の日々の取り組みの積み重ねが公開研
究会につながっていると感じる。
・附属中学の存在の性格上、公開研究会などを
積極的に開催し、地域の教育の模範となってい
る状況は大変好ましいことだと思います。
・公開研の授業は、それぞれ大変工夫されてい
ると思いました。
・紀要や指導案はHPなどに公開できないもので
しょうか？当日タブレット端末で閲覧する（資
料配布しない）参加者は、参加費割引など考え
られませんか？

・附属の研究を積極的に発信
　　ＨＰの更新　　　研究だよりの発行
　　→　地域貢献

・次期研究テーマ　全員の総意で

・ミニ公開研の実施　　公立中学校へも参加の
呼びかけ

日
々
の
研
究

・生徒が主体となった授業づくりを行うことに
より，学びに対する意欲を向上させ，学力向上
を図る。
・個々の生徒が互いにつながりあい，「ともに
学びともに高めあう」ことへの取り組みを通し
て，教科の学びの本質に迫る授業を創造する。
・教育学部との緊密な連携のもとに，校内研究
を推進する。（協同教育学会との連携も含む）
・一人１回以上のべ50回以上の授業公開を行
い，生徒一人ひとりの学びを大切にした授業づ
くりに努める。
・文部科学省や県教育委員会が主催する各種講
習会・説明会，県内外を問わず先進的実践を
行っている学校等への視察を積極的に進めると
ともに，その成果を校内で還流し，喫緊の課
題，先行研究等について共通理解を図る。
・教育実習の取り組みや，外部からの研修会講
師招聘の要請に応えることで，教職員の資質の
向上を図る。

・計画にもとづいた年間20回の全体研究会の実
施。
・１学期１人１回以上の公開授業の実施。
・年間60回以上の公開授業
・教科間での検討の時間を増やし，「夢中」の
かたちをすりあわせていく。
・県総合教育センターの初任者研修における，
必修研修(授業公開と教科別研究会)の１日を担
う。
・文部科学省や県教育委員会の主催する各種研
修会・講習会へ参加する。
・県内小中学校，市町教委，県内各種研究会か
らの要請に対し，講師を引き受け，教職員の資
質向上を図る。

・全体研究会は計画通り実施している。
・初任者研修等とリンクして自らの研究の機会
とすることができたが、事前の指導案検討など
にさらに注力すべき余地がある。
・文部科学省や県教委の主催する研修会、指導
主事等連絡会議で研修できたことは附属教員と
しての見識をふかめることになった。ただし、
それを本校の研究活動とどのようにつなげるか
という視点をもって今後取り組む必要がある。
・教科部会の充実だけでなく，その内容の交流
の時間を多くとった。各教科で同じ方向をみて
研究を進めていくことができた。

・「夢中」を研究することにより，生徒の姿をよく見て，授
業を振り返る教員が多くなった。職員室でも授業に関する話
題が増えた。
・「夢中」に関連する生徒の意欲にかかわる部分について
は，これからも継続して研究していく必要がある。（次期学
習指導要領との関係も含めて）
・研究に関する総括は，これから年度末にむけて行ってい
き，次年度からの方針を今年度中にたてる。
・学習指導要領の改訂をにらみつつ、今後どのような教育活
動を作っていくべきかについて、一定の成果はあり、教員の
知見も深まった。授業力の向上についても様々な機会をとら
えて取り組み、公開研究会の参加者からの評価も概ね良好で
あった。
・上記のような成果はありつつも、次期の学習指導要領の方
向性への理解をさらに深める必要がある。また、それを実現
していくための、さらなる授業力の向上を図る。
・附属中学校の果たすべき役割を考えた場合の、県教委との
連携の必要性がある。
・教員の自主的な研修が少ない状況がある。自ら学び、考
え、実践する自主性を高める必要がある。

・「夢中」のかたちは抽象的なようにも感じた
が、教科の本質に迫るものであり、意欲にかか
わる部分でもある。自らが課題を発見し深く追
求し、他者とのつながりの中で課題解決してい
く姿勢を身につけられるよう、社会的構成主義
の考えにたった教育姿勢は大切である。
・「夢中なることができる授業づくり」とはや
や観念的な表現ではありますが、理想的な授業
の状態だと思います。そして、その具体化につ
いて各種の研究がなされているようで良いこと
だと思います。
･大学の先生と一緒に研究できるテーマ設定や授
業つくりを考えてはどうか。
・「アクティブラーニング」という表記があっ
たほうがよい。

・小中一貫・連携の推進
・大学との連携　助言者から共同研究者へ

・次期学習指導要領の先行研究
　　　道徳
　　　アクティブラーニング

・数学科(１，２年)では，TTによる授業を行っ
ている。法律で規定された学力の定義，①基礎
的・基本的な知識及び技能の確かな定着，②そ
れらを用いて思考力・判断力・表現力を高め活
用力を育むこと，③主体的に学習に取り組むこ
と，のうち，①③に特に着目し，バランスよく
指導している。②については，生徒は自信を
もっている状況が，全国学力・学習状況調査の
結果に表れていることから，特段①③に意を注
いでいる。
英語科
・１・２年英語科において少人数学習を取り入
れ，それぞれの生徒に適切なきめ細やかな指導
を充実させる。
・学習習慣の定着や自律して学ぶ態度を養う。
・文法指導と本文クラスに分かれて授業を行っ
た。
・個に応じた指導をすると共に、小グループで
学習する機会を設定した。
・１年、２年の数学科において、ＴＴによる授
業を行い、個に応じた指導の充実を図る。

・数学科では，Ｔ1がメインで授業を進める中，
Ｔ2が全体の雰囲気を勘案しながら，授業にス
トップをかけたり，理解できたものの十分な納
得に至ってない生徒の人数を把握しながら，極
論や反対意見を生徒に成り代わって発言したり
して，授業のメリハリを付けながら，生徒の思
考を進めるなどしている。行き詰まっている生
徒への助言はT1,T2とも発見した側のTが適切に
行うよう心掛けている。
・英語科にあっては，１年生で少人数学習を取
り入れ，中学校で初めて学ぶ英語科について，
中１ギャップの視点で支援し，小学校外国語活
動との円滑な接続ができるようにする。１クラ
ス36名を教室と国際理解教室の2つのグループに
分け、それぞれ英文法・新出語句を中心とした
授業と教科書本文を中心とした授業を行う。今
年度より２年生も少人数学習を取り入れた。２
年生も１年生で少人数学習を経験しており、１
年生と同じようなスタイルで授業を行う。

・数学科では，全国学力・学習状況調査で，
「何をどこまで説明したら相手に伝わるのか」
について，話し手の意図を考えながら聞いた
り，聞き手の理解に応じて工夫して伝えたりす
ることをテーマに出題されているが，この思考
に弱みをもつことが明らかになってきた。Ｔ1＝
聞き手，Ｔ2＝話し手，そして役割を入れ替わる
など柔軟な運用を進め，それらの思考の仕方や
説明の仕方・聞き方を身に付けさせるよう工夫
している。
（英語科）
・教室では、主に新出単語の発音・意味の理
解、文法説明、プリント演習、グループ発表を
行った。国際理解教室と四附連携室では、本文
の読解説明等で授業は進められている。生徒た
ちは、交互に教室と国際理解教室を移動し、全
員が同様の内容を受けることができるシステム
になっている。
・授業では、英語でのスキット（短い英語劇）
や自己・他己紹介、プレゼンテーションの発表
を全員に実施した。少人数であったおかげで、
一人ひとりにきめ細かい指導を行い、どの生徒
も、全体発表に積極的に取り組んでいた。

・数学科では，数学の教材研究が元となって，互いに授業中
にコメントしたり，授業を止めたりすることができている。
Ｔ1，Ｔ2の打ち合わせは不要だが，教員の個としての深い教
材研究が必要である。このように授業を行うことは，若手教
員にとって研修(研鑽)の場となっており，附属学校の使命だ
と考える。このようなTTの運用の仕方は全国的には珍しく，
対話型TT(略して，漫才型TT～ボケとツッコミの数学的な使
い方に意を注いで～)の研究を更に精度を高め，研鑽を深め
ていきたい。
英語科
・少人数教育を行うことによって、全ての生徒に音読指導や
練習ができ、より多くの生徒が授業で発言することができ
た。わからない生徒にも時間をかけて指導することができ
た。全員が発表する時に時間が短縮でき、全員の発表を行っ
た後、別の内容を指導する時間が確保できた。
・２人の教師が考えを出し合って、内容が充実した。
・少人数教育で身につけた英語への意欲は、学年が進んでも
生徒たちの中に残ると思われる。
・２人の教師がそれぞれの教室で別々の内容を指導するため
に進度調整や内容確認を今後もする必要がある。

・それぞれの先生方の個性が生きて、意欲的に
取り組まれている様子である。今後も子どもの
意欲、学力につながる取り組みを継続された
い。
・物理的、費用的な制約があると思いますが少
人数によるきめ細かい学習指導は落ちこぼれ防
止やレベルアップに役立つことだと思います。

・数学・英語で実施

　　数学　対話型Ｔ．Ｔの推進
　　英語　少人数教育

聴きあい学びあう関わりの醸成
・「ともに高め合う学び」を継続して推進し，
生徒が夢中になる授業つくりを通して、生徒一
人ひとりにとって，質の高い学びが実現できる
学習環境を整える。
各種客観調査の導入とそれに基づいたPDCAサイ
クルの構築及び改善項目の精査
・全国学力・学習状況調査をもとに，生徒の実
態把握とその改善項目の実践を進める。

・４人班を基本とした学習基盤づくり。
・ｉｐａｄを100台、新規購入して活用すること
で質の高い授業つくりにつなげる。
・全国学力・学習状況調査の結果を分析し，教
科の内容や，生活習慣をはじめとした学習状況
を，それぞれ把握し，改善する。
・新学習指導要領に準拠したシステムづくりを
進めるとともに，新学習指導要領の内容を実現
するための研究会・学習会を継続する。

・具体的な取組のおおよそを実施することがで
きた。特に、授業における課題設定について
は、各教科教師間でかなりの検討を行い、共通
理解ができた。
・多くの職員がｉｐａｄを積極的に活用し、指
導方法の幅を広げることが出来た。

・概ね安心安全の学習環境を作れたように思う。生徒指導上
も、学級づくりも全職員の共通理解のもと、活動できた。
・学力調査の分析を職員会議に提案し、全職員で共通理解を
はかることができた。
・環境整備のために、教師自らが研修・研究に取り組み、少
しづつではあるが現状改善をしていこうという姿勢が見られ
た。

・環境整備への努力の姿勢が評価できる。
・４人班の中でも一人一人が考える機会
・昨今はITをはじめ種種な環境の進歩は目覚ま
しいものがあります。教育の現場においても極
力それらを活用して効果のある授業を行なって
いく必要があると思います。

・学び合う仲間が育つ学級・学年づくり

・ＩＣ機器の充実
　　ｉｐａｄ　　テレビ会議システムの導入

学級指導，教科指導等における実習生への指導
を，教員個々の指導力向上の機会ととらえ実施
し，日々の実践をふりかえり，事後にいかす。

・教科指導を通して，授業のあり方を見直し，
自身の授業力向上に役立てる。
・教科指導を通して，新学習指導要領の言語活
動の充実について，検討する。
・実習生と生徒が関わり合う場面を観察し，生
徒理解の充実をはかる。

・場面場面で各学級，各教科担当からの細やか
な指導ができており，そのことが自身を学級指
導や授業を振り返る機会となった。

・大学と連携し，実習生個々がもつ資質や，課題等を把握し
ながら指導にあたることができた。実習生への的確な指導を
行う意味でも，教員自身がさらに指導力を高める必要性があ
る。

・教育実習の指導に携わる先生方のご苦労や熱
意に頭が下がる思いである。
・将来の教育関係者の確保のためにも教育実習
などを積極的に受け入れることは必要なことだ
と思います。

・実習中の生徒観察と生徒理解
・他教科の授業参観（クラス担当）

・教職大学院における実習の在り方を実施校と
して意見を大学へ

教育実習

教
育
研
究

学
習
指
導

少人数
指導

学習
環境の
整備
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教科学習を通したキャリア教育
学校行事を通したキャリア教育
地域の人々や先輩から学ぶ

・あらゆる教科教育の中で，生徒個々のキャリ
ア形成を図る。
・行事の中で自主的に生徒が企画し，活動する
場面を設定する。
・社会福祉協議会の事業を活用した職業体験学
習や社会見学、修学旅行の取組を通して，地元
の人々との交流や平和学習，資料から，人権や
平和などに寄与する姿勢をもつことにより，生
徒個々のキャリア形成を図る。
・３年間を見通して，生徒が進路選択に至るま
での自分を見つめ直す機会を設定する。
・本校のキャリア教育に関する保護者啓発を図
る。

・「車いすバスケット」をしている方の講演会
を実施し、働くことの意義や社会に貢献すると
はどういうことかを考えることができた。
・１年生で初めて「職業体験学習」を実施し
た。福祉に焦点化して取り組んだが、福祉の意
味、働くことの大変さを実感できた。
・「職業調べ」「高校調べ」などを実施した
り、さまざまな学年行事を通して、学んだこと
を学年集会や文化祭で発表したり、壁新聞を作
成したりすることができた。
・全学年でキャリアカウンセリング（教育相
談）を行うことができた。
・生徒会によるスマイルセッションでは、学年
の枠を超えて学校生活や勉強の方法を話し合っ
たり、附中のハーモニーで歌う歌をお互いに聴
き合い、アドバイスをし合った。
・学年・学校通信やＨＰ等により、本校のキャ
リア教育について発信をすることができた。

・「職場体験学習」を実施し、大きな成果をあげたが、教育
実習と準備期間が重なり大きな負担増ともなった。年間計画
を十分検討して実施時期を決めていくことが必要である。
・各学年の発達状況に応じた進路学習を行うことができた。
・キャリアカウンセリング、キャリア教育講演会を実施する
ことができた。
・本校のキャリア教育に関する保護者啓発が十分にできてい
ない。
・地域人材の積極的な活用を図る。
・３年間を見通したカリキュラムの構築を行う必要がある。

・社会福祉協議会の事業を活用した職場体験学
習が実施されたことは大きなキャリア教育の前
進である。
・学習教育の現場でも社会との関わり合いを
もって教育を行なっていくことは大切なことだ
と思います。制約や事前準備などが大変だと思
いますが、職場の実体験は将来の職業について
考える良い機会になると思います。
・先生方だけで、無数にある職業や進路につい
て、その素晴らしさや意味を教えることは難し
いと思います。育友会や同窓会を通じて保護者
やOBの協力を得られると良いと思います。
・中学生の段階では間口を広くしておくべき
（世の中多くの職業がある）
・将来、三重を支える人材を作るために、地域
の職業を見せておくのがよいのではないか。

・２年目である職場体験の実施
　　　三重県社会福祉協議会との連携

・大学と連携したオープン講座の実施

集団の育成と活気ある学級づくり
生活指導体制の充実
学習習慣の確立と授業の充実
諸活動への取り組みと充実
教育相談体制の充実
規範意識の醸成

・学級での係活動や班活動の充実を図り，生徒
一人ひとりの活動の場を設ける。
・家庭との連携を密にし，教師・生徒・保護者
との相互の信頼関係の構築や共通理解に努め
る。
・全職員が共通理解を深める機会を定期的に設
け，統一した指導を進める。
・生徒指導部会を定期的に開き，各指導部の情
報交換や指導の徹底を図る。
・基本的な生活習慣(礼儀，身なり，けじめ，時
間など)の育成を図るとともに，規範意識を高め
る指導に取り組む。
・養護教諭，スクールカウンセラーとの連携を
密にして指導の徹底を図る。
・学習規律の定着を図る。
・生徒会執行部，生徒議会との連携を密にし，
活動の活性化を図る。

・全職員であたることができていた。朝の挨拶
から授業での見守り、休み時間の巡回等を全職
員で取り組む体制が整備されつつある。
・マニュアルの作成を含め、学校全体で共通認
識を高めようという体制を構築でき、全体で共
有する体制になっている。
・学年団を中心として、問題行動については協
働して解決できている。
・学年や学校全体、SCに問題の共有や相談がし
やすい雰囲気が作られている。学年での報告、
連絡、必要に応じて会議を持てた。統一しよう
という意識が教職員の中に見られる。
・また担任を中心として家庭との連絡をこまめ
に行えている。

・ある程度の共通理解は出来ているが、校則の表現が変わっ
たことでこちらも柔軟に対応する必要性もある。
・職員会などで情報共有がはかられているが、日常的な他学
年の情報交流は生徒指導部会を中心としているが、全職員で
細かなところまで把握することは難しい。朝の打ち合わせを
利用して必要なことは共通理解出来ている。
・マニュアルの作成を含め、学校全体で共通認識を高めよう
という体制になっている。全体で共有する体制になってい
る。
・生徒指導担当や学年主任、管理職の方に相談できる環境が
あり、大変有難かった。
・マニュアル通りでは解決の糸口を見出すことはできない事
例が多いが、個々の判断での行動ではなく、協働体制で対処
できるよう努めていきたい。
・学年、学校全体で共有や相談がしやすい雰囲気が作られて
いる。学年での報告、連絡、必要に応じて会議を持てた。
・統一しようという意識が教職員の中に見られる。
・ＳＣとの話し合いの機会があるのでよい。
・あいさつはよくできているが、よりできるようこちら側か
らの働きかけも大切である。

・教員間に風通しの良い関係があることが、大
きく問題解決に役立っている。
・一般的に聞かれることはスマートホンの弊害
やいじめ、また附属中学ならではの問題として
親の過度な教育熱心さなどについて問題となっ
ているケースがあります。学校側からの積極的
な指針や指導が必要だと思います。
・Ｈ２７改善点に「週時程」が上がっているの
に、Ｈ２８には全く出てこない。また、Ｈ２８
内においても一貫性を欠く項目がある。
・あいさつ＋「一言」の取組はどうか。「笑
顔」と「上機嫌」が子どもに話しかける基本で
ある。

・部活休息日の活用

・特別支援担当とＳＣの情報交換を週時程に組
み込むことで活性化

・あいさつ運動
　　　教師からの挨拶＋一言運動

・本校の道徳のスタイルを確立する。話し合い
が中心になる道徳の時間の創造（道徳的な葛藤
のある発問、生徒の生活に則した発問）
・年間実施計画の策定・実施・改定（学年の実
態、学校目標、他教科・領域との関連）

・年間実施計画の見直しを行い、計画表を掲示
するなどして確実に実施する。
・２４項目が偏りなく実施できるよう教材資料
を購入し、確実に実施する。
・道徳・学活・総合の切り分けを行い、道徳の
場合は内容項目などをはっきりさせる。
・学年の道徳担当が授業案を提案し、学年共通
で実施する。
・指導主事等研修に多くの教師が参加し、今後
の道徳の方向性について理解を深めた。

・学年によるばらつきはあるものの、３５時間
の実施に近づけている。
・生徒が、自分の生活体験を含めて活発に意見
を出し合う授業を多く実施することができた。
・各学年で年間実施計画を作成し、実施してい
る。学年の実情に応じて、内容項目や資料を随
時変更している。
・学年通信を通じて保護者に授業の様子を伝え
る試みも行っている。
・ダイヤモンドランキングやロールプレイング
など多様な手法を取り入れることができた。

・生徒が夢中になる授業の１つとして道徳の授業を行えた時
間が増加した。
・計画が実施しやすい時期と実施しにくい時期や学年があ
る。教育実習期間には実施しにくいのであらかじめ予定を変
更しておく必要があった。学年で取り組む行事がある場合も
実施しにくいので考慮する必要があった。
・心情面を養うことはある程度できているように感じられる
が、実際の場面でのスキルにつなげて行動を起こせるような
生徒を育てるためには道徳の取り組みを通してソーシャルス
キルトレーニングが必要だと感じられる。
・活発に話し合いが行われ、生活の振り返りにつながった道
徳教材を次年度に継承し、本校のスタイルの構築につなげ
る。

・道徳の授業公開等、積極的に行っていけると
良い。
・IT社会に向かう中、人間力や豊かな感性を磨
くことは忘れてはならないと考える。
・教育の現場として社会性を身につけさせると
いうことも重要なことであると思います。
・「はばたけ若者プログラム」のような取組を
なぜ三重大学がやらないのか。
・道徳ほど幼小中の積み上げで効果の出るもの
はない。

・道徳教育担当者の研修
　　　研修会への参加と先進校視察

・年間時数の確保と実施内容の記録

・命を大切にする教育の推進

・特別な支援の推進に必要な条件整備を行う。
・生徒一人ひとりの教育的ニーズを把握し、適
切な対応を図る。

・保護者の了解のもと，個別の支援計画や指導
計画の作成を行う。
・教科の学習において，特別な支援を要する生
徒への支援体制を整える。
・学習支援ボランティアを活用した支援体制の
推進を検討する。

･各学年で困り感のある生徒を把握し、SCとの情
報共有をはかりながら、保護者とともに支援を
続けてきている。
・各学年の情報を生徒指導部会で報告、議論
し、職員会議やデーターベースで共有すること
ができた。
・四附の連携委員会で中学校の現状況と抱える
課題を報告し、それについて議論することがで
きた。

・特別な支援を必要とする生徒の把握は具体的に各学年で行
われたが、具体的な手立てが学年まかせになっている。診断
名がある生徒については指導計画があるが、その他の生徒の
手立てにおいて、学校として方向性が確立されていないこと
が今後の課題である。
・四附間で支援・指導計画が必要な生徒の情報交換ができ、
課題を共有できた。課題に向けての取組みも始まった。
･学習ボランティアを活用した支援体制の検討には取り組め
ていない。

・連携を大切に進めていただきたい。
・ハンディのある生徒へも公平な教育の用意を
行なうことは時代の流れでもありますし、健常
者自身にも思いやりの心を育てることになると
思います。
・「方向性が確立されていない」「取り組めて
いない」→ではどうするのか。
・大学の心理の先生とは連携できないのか。

・教育相談部会を時間割内に設定
　　個別の支援計画の作成

・四附属間の連携　特支のセンター的活用

・学生ボランティアの活用？

○三重大学の先生との連携
・永田先生(三重大学)と社会科，英語科が連携
し，テレビ会議システムを活用して，シドニー
の中学校との同時授業・交流に取組む。
・大学に共同研究・視察に訪れた海外研究者，
大学への留学生の希望状況により，随時１～2日
受け入れ先となり，交流を続けてきた。

・「動く!!附中生徒」をキャッチフレーズに，
全ての場面において，生徒が主体的に活動でき
る場面を準備したい。

・直接の対話が随時行われるので，計画的なア
クションを起こす必要性も感じている。
・大学との連携におけるシドニーとの交流が，
１回だけのお祭りになっているところに課題が
見られる。
・FCSの積極的活用が課題である。

・随時の希望に対し，柔軟に受け入れをしていくことで，特
段身構えなくても，普通に(平常心のもとで)外国人と触れ合
うことができるので，生徒の異文化交流への意識を高められ
る。

・大学等との連携を武器にさらに進めていける
と良い。
・三重大学付属中学校として、他校にはない特
典は外国留学生との接点を持ちやすいというこ
とで、このメリットを積極的に活用したいです
ね。

・日々の学校生活における生徒の悩みを把握
し、その解決に向けて各分しょで協力する。
・不登校になっている生徒への対応とその未然
防止の手立てを、各学年団、SC、養護教諭と連
携を図りながら進めていく。

・教育相談を学期に一度行う。
・不登校生徒への家庭訪問を定期的に行い、本
人、保護者との連携を密にする。
・不登校生徒の困り感を把握し、SCや養護教諭
と連携を図り手立てを講じる。
・特別支援との連携しながら、困り感のある生
徒が不登校にならないよう、その手立てを考え
る。

・教育相談で生徒の困り感を把握し、その対応
を担任を中心としながら、各学年で進めること
ができた。
・SC、養護教諭と連携することにより、個々の
生徒の課題共有ができ、協力して生徒の問題に
対応することができた。

・不登校になっている生徒への個々の対応は時間的に限られ
ている。他機関と連携を取りたいが、附属はその難しさがあ
る。

・関係諸機関との連携はなぜ難しいのだろう
か。
・問題のある生徒、家庭、とだけ限定せずに日
頃からのコミュケーションを持ちたいですね。

・部活休息日の設定で生まれてくる時間の活用

キャリア
教育

生徒指導

道徳教育

特別支援
教育

国際理解
教育

教育相談
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・定期的に活動部会を行い，各活動部の活性化
を図る。
・体育祭や文化祭などで，生徒が主体的に企
画，運営をする。
・ユネスコや赤十字の団体に関わることによ
り，それぞれの活動に参加する。
・「動く！！附中生徒」をキャッチフレーズ
に、すべての活動場面において、生徒が主体的
に活動できる仕掛けをつくる。（附中
smilesession等）

・昨年度よりも工夫して、主体的に取り組むこ
とができている。体育祭、文化祭等の行事が生
徒会を中心として、円滑に運営されている。体
育祭では、「安全」を一番に考え種目を大幅に
変更した。また、昨年度の種目を継続すること
で縦割りでアドバイスをしながら取り組むこと
ができた。文化祭では、生徒会から発表者と受
信者の相互のやり取りを大切にしたいという要
望があったので全体発表の時間を減らし、午後
にブース形式の発表を取り入れた。ブース形式
の発表は各活動部会を中心に行った。
・生徒が行事に積極的に取り組んでいるスマイ
ルセッションを行った。定期的な開催により、
縦割りの意識が生徒の中に出てきた。

・本年度は縦のつながりを通年を通して意識す
ることによって、【スマイルセッション、体育
祭等】学年の枠を越えた交流が多く見られるよ
うになった。
・挨拶運動を毎日８：０５～８：２０の間行う
ことによって、生徒間つながりであったりコ
ミュニケーション作りが活発に行われた。教員
もこの活動に参加できるようになるとよい。
・スマイルセッション、学校祭縦割りの工夫等
担当の先生方には大変お世話になっているが、
生徒主体でというスタンスは今後も維持される
べきである。
・活動部は、取組の内容を工夫し、文化祭では
それぞれの活動のテーマにそって発表や展示を
行うことができた。文化祭の発表は取り組み期
間が短時間であったにも関わらず十分に工夫さ
れており、意義が感じられるものであるが、新
しくつくった分は旧来からのものを廃止・縮小
しないと、教師も生徒もこなすだけで大変に
なっていくことを危惧している。
・様々な新しい取り組みを行っているので、そ
のための事前の学活等が増えている。授業数と
の兼ね合いを考え精選する必要がある。
・心声箱を設置して、生徒の想いを発言できる
場の設定を生徒会主体で行った。

・「動く、附中生徒」をキャッチフレーズに、スマイルセッ
ションなど、生徒にわかりやすい取組を提示して活性化が図
られている。特に、学年の枠を超えた学校全体、附属全体の
取組が附属生としての意識、誇りに結びついて、効果的な活
動になっている。
・生徒の主体的な活動を支える教職員の負担があるように思
う。行事の精選、活動時間の確保等前向きに取り組んでいく
必要がある。

・生徒の主体性を伸ばす絶好の機会であり、各
行事に意欲的に取り組んでいる様子が見られ
た。
・生徒の自主的な活動を大切にして自主性を育
てることは重要だと思います。但し、とかくマ
スコミに左右されやすいものなので、特定な生
徒のみや思想的に偏向した状態にならにように
気をつけなければならないと思います。特定な
意見の一方には必ず反対の意見等の存在を紹介
して発想の多様性やバランスを取る必要があり
ます。
・前例踏襲となりがちです。「引き継ぎ」とい
う行事がこのことを助長します。
・真に主体的な活動となっているでしょうか？
・育友会も同様に思います。

・ＨＰを活用して情報発信

・Ｈ29年度生徒会活動方針了承済み

・校内外の美化に努めることにより，教育環境
を整える。
・環境教育を実施することにより，生徒の環境
浄化に対する意識付けを行う。

・クリーン大作戦を実施することにより，生徒
とともに教育環境作りを行う。
・体育祭前の除草等の作業を通して，保護者と
生徒・教職員が一体となった環境作りを行う。
・整備活動部を中心に，日々の清掃活動を丁寧
に行い，校内の環境整備を意識する。

・クリーン作戦（６／４）（９／３）を実施し
た。昨年は保護者の参加が少なかったが、今年
は多くの方が参加した。

・クリーン作戦は、いずれも生徒や教師がしっかり取り組む
ことができた。保護者の参加も増え、５００人ちかい人数で
の大除草作業となった。
・整備活動部を中心に，掃除用具の点検やトイレ用洗剤等の
補充を日常的に行うことができた。

・保護者・地域参加もみすえて継続されたい。
・自らの環境を自らの労力を使って整えること
は教育の意味においても意義がある事だと思い
ます。

・防災の視点で指摘された箇所の改善

・職員室の整備と整理整頓

・学校評議員会（学校関係者評価委員会兼任）
を開催し，学校自己評価・関係者評価の活動を
通して，学校運営を見直す。
・ホームページや学校通信を通して，保護者や
地域の人々に本校の様子を情報提供する。

・学校評議員会を年３回開催し，学校運営につ
いての意見を集約する。
・保護者や生徒，職員に対して，学校教育に関
するアンケートを実施し，学校運営に資する。
・ホームページを充実したり，学校通信を配付
したりすることを通して，学校の様子を情報提
供する。
・３学期に学校公開デーを開催し，学校を広く
公開する。

・学校評議員会を（６／２８，１１／２８，３
／　）に実施、いろいろなご意見をいただい
た。
・生徒、保護者へのアンケートを実施した。結
果は、附中通信で保護者に知らせた。
・学校公開デーを開催し、開かれた学校作りに
努めた。
・ホームページの更新を積極的に行い、新しい
情報を発信することができた。

・評議員の方に関係者評価をお願いすることにした。また、
４附での学校評価委員会でも評価をいただく予定である。
・職員、保護者、生徒、各アンケート結果を分析、全教職員
で共有して教育内容の充実や保護者支援など、課題を検討し
改善策を立てる。
・ホームページのカテゴリー分けをすることで見やすくなっ
た。

・積極的な学校の開かれ方の努力がなされてい
ると感じる。
・一般社会人として自らが評議員として参加さ
せてもらっていますが、教育現場についてはま
だまだ理解、知識、努力が不足している事を実
感しています。この評価コメントにしても見当
違いな事を記入しているのではないかと思って
います。
・誰に対して開かれた学校？その目的・目指す
ところは？が不明確ではないでしょうか。
・ＨＰの改善工夫が必要である。例えば「今日
の一言」など、ちょっとしたことでよい。
・四附が一緒になって地域に発信していく必要
がある。

・ＨＰの更新

・ちょっとした工夫で毎日変わる魅力あるＨＰ
づくり

・学校だより、学年・学級だよりの発信

・学校アンケートやいじめアンケート等の公表

・育友会活動の活性化

生徒会

教育環境
づくり

開かれた
学校づくり


